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一般会計予算総額

215 億 8,600 万円
庁舎整備事業
２５９９万８千円
・基本設計委託料　２１００万円
・その他　　　　４９９万８千円

　平成20年度から継続して、新庁舎の基本
設計を策定。
　平成21年７月までに、基本設計完了予定。

久原住宅建替事業

２
億
２
２
８
６
万
５
千
円

・
市　
　

債　

１
億
３
２
５
０
万
円

・
国　
　

費　

８
９
９
２
万
２
千
円

・
一
般
財
源　
　
　

４
４
万
３
千
円

　

犬
飼
町
久
原
住
宅
の
建
替
事
業
（
３
期
）

に
係
る
経
費
。

統
合
病
院
等
施
設
・
設
備

整
備
事
業

１
億
４
１
２
万
５
千
円

・
市　
　

債　
　

１
億
４
１
０
万
円

・
繰 

入 

金　
　
　
　

２
万
２
千
円

・
一
般
財
源　
　
　
　
　
　

３
千
円

　

公
立
お
が
た
総
合
病
院
と
県
立
三
重
病
院

の
統
合
に
係
る
経
費
と
し
て
、
平
成
21
年
度

予
定
事
業
費
総
額
１
億
３
８
８
３
万
３
千
円

の
う
ち
、
75
％
を
市
が
出
資
す
る
も
の
。

庁舎建設予定地（三重町 現庁舎付近）

建設中の久原住宅

診療所となる県立三重病院
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３月定例会（当初予算）

21年度 骨格予算
を可決 215 億 8,600 万円

　平成21年第１回定例会は、２月25日から３月13日まで17日間
の会期で開催され、当初予算・補正予算、条例の制定など、56
議案を原案のとおり可決しました。
　また、整備促進期成会・清川町自治委員会会長ほか15名より
出された陳情は採択、９月及び12月定例会で継続審査となって
いた市庁舎建設に関する請願は不採択としました。

会　　　　計　　　　名 平成21年度 平成20年度当初 前年度比
一　　　 般 　　　会 　　　計 215億8,600万円   251億3,000万円   △14.1%

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民健康保険  54億1,910万6千円 54億8,805万円   △1.3%
国民健康保険直営診療所（清川）    4,635万1千円 5,129万7千円 △9.6%
介護保険直営診療所（清川）      17万9千円 12万2千円 46.7%

※老人保健 1,221万4千円  6億9,466万8千円 △98.2%
後期高齢者医療 5億3,921万2千円  5億8,388万6千円 △7.7%
介護保険 54億3,956万1千円  51億  443万3千円 6.6%
農業集落排水 2億  719万8千円   1億9,317万1千円 7.3%
公共下水道  1億1,483万8千円  1億1,182万7千円 2.7%
浄化槽施設 4,351万8千円     6,005万8千円 △27.6%
簡易水道 3億2,399万2千円  3億9,662万7千円 △18.3%

計 121億4,616万2千円 126億8,413万9千円 △4.2%
合　　　計 337億3,216万2千円 378億1,413万9千円 △10.8%

※老人保健は、前年度から後期高齢者医療に移行のため、精算のみの予算です。

会　　　　計　　　　名 平成21年度 平成20年度当初 前年度比

企　

業　

会　

計

上
水
道
特
別
会
計

収
益
的

収入（水道料など） 2億7,064万6千円 2億7,026万円   0.1％
支出（事務費、人権費など） 2億2,154万9千円 2億4,560万円   △9.8％

資
本
的

収入（起債、国庫補助金など） 1,401万3千円 573万9千円 144.2％
支出（工事請負費など） 9,393万円   7,655万5千円 22.7％

公
立
お
が
た
総
合

病
院
特
別
会
計

収
益
的

収入（医業収益など） 26億4,655万7千円 22億8,582万5千円 15.8％
支出（人件費、医薬品など） 31億6,973万9千円 23億2,937万5千円 36.1％

資
本
的

収入（一般会計繰入金など） 2億3,082万6千円 1億3,972万1千円 65.2％
支出（起債償還金など） 2億9,122万8千円 2億2,897万5千円 27.2％
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３月定例会（一般会計補正予算）

国の第２次補正予算関連事業

18億2,873万6千円
生活支援と 経済対策に

定
額
給
付
金
給
付
事
業

　

景
気
後
退
下
で
の
住
民
の
不

安
に
対
処
す
る
た
め
、
定
額
給

付
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

支
援
を
行
う
。

　

定
額
給
付
金

　
　

６
億
６
５
２
０
万
円

　

事
務
費

　
　

２
０
４
５
万
９
千
円

農
山
漁
村
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
交
付
金
事
業

三
重
町
川
辺
地
区
の
農
道
整
備

８
９
０
万
円

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
事
業

　

地
域
活
性
化
の
た
め
の
事
業

に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
の
交

付
金
。11

億
１
１
２
３
万
６
千
円

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　
　
　

交
付
金
事
業

　

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の

負
担
に
配
慮
す
る
た
め
、
第
２

子
以
降
で
あ
る
子
ど
も
（
平
成

14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に

世
帯
主
に
手
当
を
支
給
す
る
。

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　
　
　
　

２
１
６
０
万
円

　

事
務
費

　
　
　

１
３
４
万
１
千
円愛育会大

おおはる

原分
ぶんはん

班主催の親子教室（三重町）

申請はお早めに
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３月定例会（条例、請願・陳情）

条
豊後大野市統合病院
　　医師研修資金貸与条例
　統合後の公立おがた総合病院に勤務する医師を確保
し、その医師に、地域医療を向上するための研修に要
する資金として、月額15万円を貸与するもの。

豊後大野市営住宅条例
豊後大野市特定公共賃貸住宅条例
豊後大野市まちづくり促進住宅条例
　暴力団員の公営住宅などへの入居不承認及び入居
者が暴力団員と判明した時に明渡請求ができるなど
の措置を講じたもの。

建替えられた市営住宅(三重町･朝日ヶ丘住宅)

豊
後
大
野
市
消
防
団
条
例

　

消
防
団
の
指
揮
命
令
系
統
を
確
立
し
、

組
織
を
一
元
化
す
る
た
め
、
連
合
消
防

団
体
制
か
ら
一
市
一
団
体
制
へ
移
行
す

る
も
の
。

平成21年豊後大野市消防出初式（緒方町）

陳
情
書

　

市
道
「
伏ふ

せ
の
あ
ら
た

野
新
田
線
・
久く

ば
る原

柳や
な
い
ぜ瀬
線
」
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

本
路
線
を
重
要
な
路
線
と

し
て
位
置
付
け
、「
全
線
改
良

計
画
」、
そ
れ
に
基
づ
く
「
年

次
計
画
」を
お
願
い
す
る
も
の
。

　

市
庁
舎
建
設
は
拙せ

っ
そ
く速
を
避
け
、

市
民
へ
の
説
明
を
果
た
し
、
理

解
を
求
め
る
請
願

　

９
月
・
12
月
定
例
会
で
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も

の
。

例

採
択

不
採
択

制定 一部改正された主なもの

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情



三
浦
正
吉

みうら　まさよし

質
　

豊
後
大
野
市
の
初
代
市
長
と

し
て
、
４
年
間
の
検
証
は
。

答
　
　

市
長

　

第
一
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、

選
択
と
集
中
に
よ
る
施
策
を
着

実
に
行
い
ま
し
た
。

質
　

合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

は
生
か
さ
れ
ず
、
デ
メ
リ
ッ
ト

ば
か
り
目
に
つ
く
が
。

答
　
　

市
長

　

旧
町
村
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
り
、
財
政
基
盤
の
確
立

を
目
指
し
、
合
併
を
選
択
し
ま

し
た
。

　

行
革
の
推
進
、
特
に
人
件
費
、

公
債
費
の
削
減
を
行
い
、
着

実
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
市
民
に
夢
を
与
え
る

事
業
を
考
え
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
年
が

　
　

経
過
し
た
が
…

〜
協
議
が
難
航
〜

質
　

三
重
町
下
赤
嶺
商
業
施
設
建

設
計
画
は
、
地
区
住
民
が
市
に

再
々
推
進
要
請
を
し
て
い
る
が
、

一
向
に
進
ん
で
い
な
い
。
現
況

は
。

答
　
　

企
画
部
長

　

建
設
地
が
第
１
種
農
地
の
た

め
、
転
用
許
可
が
必
要
で
す
が
、

都
市
計
画
法
上
、
関
係
機
関
と

協
議
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
相
当

な
時
間
を
要
し
ま
す
。

質
　

計
画
書
を
見
る
と
、
市
へ
の
波
及
効
果
は

大
変
大
き
い
。

　

６
０
０
人
の
雇
用
創
出
、
交
流
人
口
年
間

２
５
０
万
人
が
予
想
さ
れ
、
経
済
効
果
は
３

億
円
に
も
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
今
、
民
間
資
本
の

開
発
に
、
市
も
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
　

企
画
部
長

　

新
た
な
雇
用
や
市
税
の
増
収
な
ど
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　

計
画
が
成じ

ょ
う
じ
ゅ就
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

下赤嶺地区商業施設建設予定地を望む

４
年
間
を振

り
返
っ
て　
　

〜
行
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
〜

6

～12名の議員　が市政を問う～ 　



一　般　質　問

後
藤
章
子

ごとう　あきこ

質①　

未み

ぞ

う

曾
有
の
不
況
で
、
市
民
は
生
活

苦
に
喘あ

え

ぎ
、
失
職
者
が
増
え
て
い
る
中
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
引
き
下
げ
、「
借
金

を
減
ら
し
ま
し
た
」「
40
億
円
の
貯
金

を
し
ま
し
た
」「
庁
舎
建
設
は
今
が
チ

ャ
ン
ス
」
な
ど
は
、「
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
基
本
と
す
る
」
の
地
方
自
治
の

本
旨
に
逆
行
し
て
い
る
逆
立
ち
行
政
で

は
な
い
の
か
。

②　

合
併
前
、
旧
町
村
が
実
施
し
て
い
た

独
自
策
で
、合
併
後
に
復
活
し
た
も
の
は
。

答
　
　

市
長

①　
「
行
政
改
革
大
綱
」「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
徹
底
し
た
行
政
経
費

の
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
創
意
工
夫

を
し
な
が
ら
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ

る
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②　

３
世
帯
以
上
を
有
す
る
地
区
が
、
設

置
及
び
管
理
す
る
飲
料
用
施
設
に
、
経

費
の
５
分
の
１
以
内
を
補
助
し
て
い
た

も
の
を
、
21
年
度
か
ら
２
世
帯
以
上
３

分
の
１
以
内
に
改
正
し
ま
す
。

質①　

市
内
の
実
態
は
。

②　

生
活
密
着
型
事
業
の
推
進

で
、
地
元
業
者
の
仕
事
を
増

や
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
　

市
長

①　

管
内
で
の
非
正
規
労
働
者

の
解
雇
の
把
握
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
難
し
く
、

市
も
で
き
て
い
な
い
。

②　

国
の
第
二
次
補
正
予
算
関

連
事
業
『
地
域
活
性
化
・
生

活
対
策
臨
時
交
付
金
（
８
億

２
７
３
３
万
６
千
円
）』
を

活
用
し
、
地
元
業
者
に
、
80

％
を
超
え
る
事
業
の
発
注
を

計
画
し
て
い
る
。 

ハローワークの入っている合同庁舎(三重町)

不況の実態と
　　　　雇用対策は
～11億1123万6千円を計上～

逆
立
ち
行
政
で
は

〜
粛
し
ゅ
く
し
ゅ
く々と
行
革
を
推
進
〜

7

～12名の議員　が市政を問う～ 　
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赤
嶺
謙
二

あかみね　けんじ

質
　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
県

に
対
し
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
　

市
長

　

平
成
20
年
度
は
、
旧
校
舎
を

解
体
し
、
外
構
拡
張
工
事
と
防

球
ネ
ッ
ト
改
修
工
事
を
実
施
。

　

平
成
21
年
度
は
、
作
業
棟
を

剣
道
場
と
卓
球
場
に
改
修
な
ど
、

引
き
続
き
部
活
動
の
施
設
整
備

を
実
施
す
る
予
定
と
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

質
　

三
重
高
校
跡
地
は
、
後
藤
学

園
に
無
償
貸
付
し
て
い
る
市
有

財
産
で
あ
る
。

　

高
校
や
市
民
団
体
が
、
利
用

を
希
望
す
る
場
合
、『
特
段
の

配
慮
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
協

議
の
状
況
は
。

答
　
　

市
長

　

４
月
か
ら
、旧
校
舎
を
理
学
・

作
業
療
法
学
科
が
利
用
。

　

施
設
利
用
の
協
議
は
、
三
重

総
合
高
校
か
ら
正
式
な
利
用
申

込
み
が
あ
れ
ば
、
対
応
を
検
討

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

質
　

県
有
財
産
と
は
い
え
、
４
校

が
統
合
さ
れ
、
市
内
で
唯
一
の

三
重
総
合
高
校
で
あ
る
。

　

入は
い

り
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
、
魅
力
あ
る
高
校
に
育
て
る

こ
と
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
通
じ
る
。

　

県
に
対
し
、
機
会
あ
る
ご
と

に
環
境
整
備
の
要
望
は
も
ち
ろ

ん
、
市
と
し
て
も
最
大
限
の
支

援
を
す
べ
き
。

答
　
　

市
長

　

本
来
は
、
県
教
委
の
管
轄
で

す
が
、
市
と
し
て
も
大
切
に
守

り
育
て
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
部
活
の
施
設
利
用
料

は
、
す
べ
て
免
除
し
て
お
り
、

20
年
度
の
免
除
額
は
２
４
０
万

円
程
度
の
見
込
み
で
す
。

《
県
立
三
重
総
合
高
校
》

　

魅
力
あ
る
高
校
に
し
よ
う

〜
県
教
委
も
支
援
を
約
束
〜

体育館を半分に仕切って練習しているバレー部と卓球部
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一　般　質　問

浅
野
益
美

あさの　ますみ

質
　

合
併
後
、
周
辺
地
域
の
活
力

が
落
ち
て
い
る
。

　

地
域
経
済
活
性
化
策
と
し
て
、

「
地
域
振
興
券
」
の
発
行
と
利

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　

産
業
経
済
部
長

　

市
内
の
商
業
活
性
化
策
と
し

て
、
商
工
会
が
主
体
と
な
り
、

21
・
22
年
度
に
１
枚
５
０
０
円

の
商
品
券
12
枚
綴
り
を
１
セ
ッ

ト
と
し
、
５
０
０
０
円
で
販
売

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
販
売
金
額
は
、
２
億
４

０
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
、
個

人
商
店
に
よ
り
多
く
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
検
討
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

質
　

市
中
心
部
と
各
支
所
連
携
の

道
路
に
格
差
が
あ
る
。

　

殊こ
と

に
大
野
町
や
朝
地
町
か
ら
、

市
中
心
部
ま
で
の
遅
れ
が
目
立

つ
が
ど
う
す
る
。

答
　
　

建
設
部
長

　

市
道
牛う

し
く
び首
線
は
、
主
要
路
線

と
し
て
、
県
へ
予
算
の
追
加
要

望
を
行
い
、
予
定
を
４
年
間
早

め
て
、
24
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
南
部
幹
線
の
宮み

や

生お

農
免
農
道
か
ら
市
道
堀ほ

り

家け

幹

線
に
つ
い
て
も
、
県
へ
追
加
要

望
を
行
い
、
平
成
26
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

県
道
緒
方
朝
地
線
の
小
野
ト

ン
ネ
ル
か
ら
猿さ

る
と
び飛
橋
間
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
11
月
に
県
へ
改

良
工
事
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
、
平
成
21
年
度
よ

り
調
査
・
測
量
に
着
手
し
、
事

業
を
推
進
し
て
い
く
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

均
衡
あ
る
道
路
整
備
を

〜
是
正
に
取
り
組
み
ま
す
〜

改良がすすむ市道牛首線

地域経済の再生策は
～活性化を支援します～

寂しくなりました、活性化が望まれます
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神
志
那
宗
作

こうじな　そうさく

質
　

39
億
円
の
複
合
型
市
庁
舎
を
、

平
成
22
年
度
ま
で
に
建
設
す
る

と
い
う
こ
と
に
は
、
多
く
の
市

民
や
議
員
が
疑
問
を
呈て

い

し
て
い

る
。

　

計
画
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
　

企
画
部
長

　

本
庁
舎
、
消
防
署
、
中
央
公

民
館
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
平

成
26
年
度
ま
で
に
合
併
特
例
債

を
活
用
し
て
、
複
合
型
新
庁
舎

を
建
設
し
た
い
。

　

財
政
計
画
上
、
39
億
円
見
積

も
っ
て
い
ま
す
。

質
　

公
費
に
よ
る
妊
婦
検
診
の
回

数
増
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
年
齢
の
拡
大
、介
護
保
険
料
・

利
用
料
の
市
独
自
の
減
免
、
敬

老
会
補
助
金
や
金
婚
の
お
祝
い

の
復
活
、
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
　

保
健
福
祉
部
長

　

妊
婦
検
診
公
費
負
担
５
回
を
、

21
年
度
か
ら
14
回
に
す
る
よ
う

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
拡

大
は
、
市
少
子
化
対
策
推
進
本

部
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
第
４
段
階
所
得

金
額
80
万
円
以
下
は
、
１
割
軽

減
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
は
困
難
で
す
。

質
　

複
合
型
市
庁
舎
建
設
で
は
、

大
手
業
者
が
入
り
込
み
、
地
元

業
者
に
は
、
仕
事
が
わ
ず
か
し

か
回
ら
な
い
。

　

学
校
や
市
営
住
宅
の
改
修
・

改
築
を
急
ぎ
、
地
元
業
者
に
仕

事
と
活
力
を
与
え
て
は
ど
う
か
。

答
　
　

企
画
部
長

　

多
く
の
市
内
業
者
に
発
注
機

会
が
生
じ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
や
学
校
の
耐
震
改

修
・
改
築
も
、
計
画
的
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

市
庁
舎
建
設
よ
り
も

　

市
民
の
く
ら
し
優
先
を

〜
26
年
度
ま
で
に
〜

　　みんなでハイポーズ（チューリップフェスタ）

元気にお別れの歌をうたっています（双葉保育園卒園式）
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一　般　質　問

宮
成
昭
義

みやなり　あきよし

質
　

周
辺
部
地
域
活
性
化
対
策
は

で
き
て
な
い
。

　

第
一
次
総
合
計
画
に
あ
る
、

賑に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る
の

か
。答

　
　

市
長

　

各
分
野
に
お
い
て
、
財
政
基

盤
の
確
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
根
本
に
、
市
政
運
営
、
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

少
子
化
対
策
、
教
育
環
境
の

充
実
、
企
業
誘
致
、
交
通
網
の

整
備
促
進
等
々
で
あ
り
ま
す
。

答
　
　

企
画
部
長

　

周
辺
部
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
特
徴
的
に
抽
出
し
て
な

い
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
も
の

が
市
民
に
映
っ
て
な
い
。

　

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、

反
省
を
し
て
い
ま
す
。

質
　

市
内
の
県
道
は
23
路
線
、
総

延
長
２
３
０
・
８
㎞
で
あ
る
が
、

そ
の
整
備
促
進
及
び
要
望
内
容

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
　
　

建
設
部
長

　

県
に
対
し
、
緊
急
性
、
安
全

性
、
必
要
性
を
考
慮
し
、
地
域

振
興
発
展
の
た
め
早
期
整
備
を
、

強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
改
良
率
62
・
２
％
は
、

県
下
で
も
下
位
に
あ
り
、
現
場

実
態
主
義
に
徹
し
、
優
先
順
位

も
再
考
し
、
事
業
推
進
を
図
る

べ
き
こ
と
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　　みんなでハイポーズ（チューリップフェスタ）

初代市長の総括は
～礎

いしずえ

を築くため全力で～

せまい県道の改良を
～21路線に着手～

急ピッチですすむ矢田バイパス（大野町沈堕の滝付近）
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津
髙
栄
治

つだか　えいじ

質
　

９
月
補
正
で
１
５
６
０
万
円

計
上
さ
れ
た
庁
舎
整
備
費
の
基

本
設
計
費
は
、
総
合
計
画
・
実

施
計
画
書
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

庁
舎
建
設
の
計
画
を
繰
り
上

げ
ま
で
し
て
、
取
り
組
む
理
由

は
。答

　
　

企
画
部
長

　

庁
舎
建
設
は
合
併
特
例
債
を

活
用
し
、
平
成
26
年
度
ま
で
に

建
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
将
来
必
要
な
大
型

事
業
を
想
定
し
、
起
債
シ
ー
リ

ン
グ
や
償
還
を
考
慮
し
て
、
平

成
22
年
度
建
設
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
　

庁
舎
検
討
委
員
会
の
答
申
が
、

市
民
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
段

階
で
、
新
庁
舎
建
設
事
業
が
提

案
さ
れ
た
。

　

新
規
事
業
を
補
正
予
算
で
計

上
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
法

に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
　

企
画
部
長

　

市
民
へ
の
公
表
は
、
市
報
６

月
号
で
検
討
委
員
会
の
答
申
内

容
を
全
文
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
は
、
審
議
の
う
え

議
決
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
法
に
反
す
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
　
　

企
画
部
長

　

現
在
、
合
併
前
の
旧
町
村
に

準
じ
た
交
付
税
が
保
障
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
27
年
度
以
降
は

順
次
低
減
さ
れ
、
平
成
32
年
度

に
は
一
本
算
定
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
庁

舎
建
設
も
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。

質
　

市
長
答
弁
と
行
政
執
行
に
ず

れ
が
あ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募

集
は
、
市
民
の
合
意
を
得
て
か

ら
進
め
る
と
言
っ
た
市
長
の
答

弁
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
。

答
　
　

企
画
部
長

　

基
本
設
計
に
市
民
皆
さ
ま
の

声
を
反
映
す
る
た
め
募
集
し
ま

し
た
。

質
　

交
付
税
の
減
額
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
中
、
借
金
を
膨
ら
ま

せ
る
こ
と
に
不
安
が
募
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
と
住
民
負
担
増

が
心
配
さ
れ
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

庁
舎
建
設
は

　
　

問
題
が
多
す
ぎ
る

〜
行
革
を
続
行
〜

市民参加による庁舎建設のワークショップ
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一　般　質　問

清
田
滿
作

きよた　まんさく

質
　

市
民
の
声
を
代
弁
し
て
、
判

り
や
す
い
政
治
、
市
民
の
立
場

に
立
っ
た
目
線
で
の
施
策
の
推

進
を
求
め
て
来
た
。

　

そ
の
都
度
、
具
体
的
事
例
を

挙
げ
、
検
証
、
提
言
を
し
た
が
、

答
弁
に
あ
る
如
く
、
施
政
方
針

に
は
、
程
遠
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

見
解
は
。

答
　
　

市
長

　

行
政
改
革
を
着
実
に
遂
行
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た

行
政
施
策
を
市
政
運
営
の
基
本

に
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

一
層
の
努
力
を
し
た
い
。

　

ま
た
、
説
明
な
ど
が
不
十
分

な
点
に
つ
い
て
は
反
省
を
し
、

よ
り
多
く
皆
さ
ま
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
努

力
を
し
ま
す
。

質
　

職
員
の
不
祥
事
・
逮
捕
事
件

は
、
事
前
に
あ
っ
た
通
報
へ
の

対
応
に
重
大
な
不
手
際
が
あ
り
、

危
機
管
理
意
識
が
欠
落
し
て
い

る
事
は
明
ら
か
だ
。

　

さ
ら
に
、
職
員
へ
の
誹ひ

ぼ
う謗
中ち

ゅ
う

傷し
ょ
う

事
件
、
差
別
落
書
き
事
件
と
、

そ
の
対
応
の
あ
り
方
は
、
同
じ

道
筋
を
辿た

ど

っ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。

　
「
責
任
者
と
し
て
、
き
ち
ん

と
け
じ
め
を
着
け
よ
。」
の
質

問
が
あ
っ
た
が
、
私
は
、
さ
ら

に
、
き
ち
ん
と
答
弁
せ
よ
と
付

け
加
え
た
い
。

答
　
　

総
務
部
長

　

い
ず
れ
の
事
象
に
つ
い
て
も
、

決
し
て
許
す
こ
と
の
出
来
な
い
、

人
権
に
関
わ
る
卑
劣
な
行
為
で

す
。

　

職
場
研
修
推
進
者
研
修
な
ど

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、人
権
・

倫
理
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

寸劇「やぶれた太鼓」を熱演している子どもたち

施策推進のあり方は
～説明責任を果たす～

「
人
」
と
し
て
の
自
覚
を

〜
許
さ
れ
な
い
卑ひ

れ
つ劣
な
行
為
〜
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衞
藤
正
宏

えとう　まさひろ

質
　

本
年
３
月
ま
で
に
失
職
す
る

非
正
規
労
働
者
は
、
12
万
人
と

も
15
万
人
と
も
言
わ
れ
る
。

　

こ
の
失
業
者
に
対
し
、
就
農

へ
の
具
体
策
は
な
い
か
。

答
　
　

産
業
経
済
部
長

　

新
規
就
農
の
確
保
は
、
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

市
就
農
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
就
農
者
用
の
住
宅
確
保

や
農
業
再
発
見
ツ
ア
ー
、
次
代

を
担
う
若
い
就
農
者
へ
の
施
設

野
菜
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー

ム
構
想
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

研
修
や
就
農
に
必
要
な
資
金

制
度
の
充
実
を
図
り
、
就
農
へ

の
雇
用
対
策
を
積
極
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
。

質
　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無

料
化
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
監
督
会
議
や
審
判
講

習
会
な
ど
、
公
民
館
使
用
料
の

減
免
措
置
は
で
き
な
い
か
。

答
　
　

市
長

　

本
市
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
、
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど

の
社
会
教
育
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
自
治
会
な
ど
の
活
動

で
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用
免

除
基
準
が
定
め
ら
れ
、
体
育
施

設
の
使
用
料
を
免
除
し
て
い
ま

す
。

　

公
民
館
の
使
用
料
の
減
免
は
、

公
民
館
条
例
に
基
づ
き
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
県
内
外
の
方
々
に
、

市
内
の
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
利
用
促
進
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　市農業の起爆剤に
～就農にチャレンジを～

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　

無
料
化
を

〜
条
例
に
基
づ
き
対
応
〜

そーれ、イーチ・ニィー、サーン（市内スポーツ少年団の交流会）
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一　般　質　問

髙
山
豊
吉

たかやま　とよよし

質
　

平
成
20
年
12
月
の
、
大
分
県

バ
ス
対
策
協
議
会
の
幹
事
会
で
、

大
分
バ
ス
グ
ル
ー
プ
よ
り
、
地

元
自
治
体
か
ら
路
線
維
持
に
必

要
な
支
援
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
平
成
21
年
10
月
１
日
に

赤
字
路
線
を
廃
止
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

協
議
・
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
　

市
長

　

大
分
県
バ
ス
協
議
会
の
中
で
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
も
、
引
き
続
き
県
や
事

業
者
な
ど
と
調
整
を
図
り
、
早

期
に
方
針
を
決
定
し
た
い
。

質
　

12
路
線
の
、
現
在
の
支
援
内

容
を
問
う
。

質
　

バ
ス
路
線
の
廃
止
は
、通
勤
・

通
学
な
ど
、
多
く
の
市
民
に
影

響
が
及
ぶ
。

　

特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
な
い
地
域
で
は
、
影
響
が

大
き
い
。

　

市
全
体
の
交
通
網
・
存
続
を

も
視
野
に
入
れ
た
市
と
し
て
の

対
応
は
。

答
　
　

市
長

　

路
線
バ
ス
の
維
持
確
保
の
た

め
、
事
業
者
に
対
し
、
年
間
１

１
２
４
万
円
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
廃
止
申
し
出
の
あ
っ

た
12
路
線
中
、
５
路
線
（
大
野

交
通
河か

わ

面も

線
な
ど
）
に
は
、
年

間
合
計
６
９
４
万
円
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

答
　
　

市
長

　

運
行
時
間
・
運
行
曜
日
な
ど

の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
、
市

民
生
活
に
密
着
す
る
路
線
と
し

て
、
補
助
金
を
増
額
し
て
で
も
、

維
持
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

通勤・通学に利用されている路線バス

市
内
12
路
線
バ
ス

　

運
行
廃
止
の
方
針

〜
条
例
に
基
づ
き
対
応
〜
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深
田
征
三

ふかた　せいぞう

質
　

本
市
の
状
況
を
、
過
疎
・
高
齢
化
・
少
子
化
と
表
現
す
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

　

第
一
次
総
合
計
画
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ

り
、
豊
後
大
野
市
の
す
べ
て
の
計
画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、

平
成
19
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
。

　

市
長
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
「
少
子
化
対
策
」
や
「
雇
用
機

会
の
創
出
と
人
口
流
出
の
防
止
策
」、「
企
業
誘
致
の
促
進
と

地
域
産
業
な
ど
の
活
性
化
」、「
道
路
網
の
整
備
」
な
ど
充
実

さ
せ
、
市
の
基
盤
づ
く
り
に
４
年
間
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
成
果
は
見
え
な
い
。

　

さ
ら
に
教
育
委
員
会
は
、
学
校
統
合
基
本
計
画
を
示
し
、

来
年
度
、
上
緒
方
小
・
小
富
士
小
・
長な

が
た
に谷

小
・
犬
飼
小
通と

う
り
や
ま山

分
校
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
複
式
学
級
に
な
る
菅
尾
小
も
こ

の
計
画
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
上
、
百も

も
え
だ枝

小
・
新あ

ら

田た

小
・
清

川
小
の
３
校
は
、
５
年
後
に
統
廃
合
す
る
と
の
計
画
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
の
若
者
定
住
対
策
の
現
状
は
。

答
　
　

企
画
部
長

　

現
在
、
地
域
高
規
格
道
路
整
備
事
業
は
、
沿
線
地
域
の
交

流
連
携
を
活
発
に
し
、
地
域
活
性
化
を
促
進
す
る
道
路
と
位

置
づ
け
ら
れ
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
工
業
誘
致
に
む
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
、

大
野
町
田
代
地
区
で
工
場
適
地
選
定
の
た
め
の
水
量
及
び
地

質
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
分
市
の
衛
星
都
市
機
能
と
し
て
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
構
想
が
あ
り
、
若
者
が
住
め
る
住
宅
開
発
や
住
宅
整
備
は
、

過
疎
化
対
策
に
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

早期完成が望まれる高規格道路（大野インター付近）

地域振興策は如何に
～まだ道半ば～
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一　般　質　問

渡
邊
一
文

わたなべ　かずふみ

質
　

鳥
獣
被
害
が
庭
先
ま
で
広
が

っ
て
い
る
。

　

市
の
対
応
は
。

答
　
　

産
業
経
済
部
長

　

鹿
、
い
の
し
し
な
ど
に
よ
る

被
害
は
、
年
々
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
本
市
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
、「
豊
後
大
野
市

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
」
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
時
点
で
、
禁
猟
期
間
を
な

く
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
駆
除

に
つ
い
て
は
、
猟
期
終
了
日
の

翌
日
か
ら
年
間
を
通
じ
て
、
い

つ
で
も
許
可
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
事
務
手
続
き
上
、

１
、
２
週
間
ほ
ど
の
時
間
を
要

す
る
た
め
、
駆
除
で
き
な
い
期

間
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

質
　

保
育
士
免
許
と
幼
稚
園
教
諭

免
許
の
両
方
を
持
っ
て
い
る
市

職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
勤
務
で

き
な
い
の
か
。

答
　
　

総
務
部
長

　

関
係
者
39
名
の
う
ち
、
30
名

が
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の
両

方
の
免
許
を
有
し
て
い
ま
す
が
、

相
互
の
配
置
換
え
は
、
犬
飼
を

除
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

本
市
が
考
え
る
行
政
改
革
の

も
と
、
保
育
所
な
ど
の
施
設

の
民
営
化
及
び
幼
保
一
元
化
の

課
題
と
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、

当
面
は
、
配
置
換
え
に
伴
う
課

題
な
ど
を
整
理
し
、
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

深刻な鳥獣被害
　　　　～面積29ha、　　　

金額3000万の被害～

幼
保
の
連
携
は〜

課
題
を
整
理
〜

見て見て、かわいいお
・ ・ ・

はしでしょ。（緒方保育園）
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ふるさとを

訪ねて

　市内の魅力を紹介するために始まっ
た『ふるさとを訪ねて』地元の方から
の丁寧な説明を受け、地区の歴史や地
域の伝統など、私たちの知らない『ふ
るさと』を再発見できました。
　次は､あなたの地区にお邪魔します。

朝地町小
お が わ の

川野（第５号）

犬飼町黒
くろまつ

松 三の岳なかよしパーク
（第11号）

清川町平
ひらいし

石 出合橋・轟橋（第14号）

千歳町柴
しばやま

山 妙覚寺（第16号）

大野町夏
な た せ

足原
はる

と沈
ちん

堕
だ

発電所跡地（第13号）

緒方町上
うわはた

畑 健
たけ

男
お

社
しゃ

（第６号）

特集

豊後大野
市

議会交通

回顧
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子どもにやさしい

魅力あるまちづくり
犬飼町久

く

原
ばる

　渡邊　こずえ

　

毎
日
、
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
る
の
に

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

長
女
と
長
男
は
小
学
生
、
次
女
は
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
次
女
は
、

集
団
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
お
友
だ
ち
と

一
緒
に
遊
び
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
人
に
対

す
る
思
い
や
り
の
心
を
す
ご
く
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
今
年
か
ら
私

た
ち
の
ま
ち
の
幼
稚
園
は
、
市
の
方
針
で

３
年
保
育
か
ら
２
年
保
育
へ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

３
歳
と
い
う
の
は
、
動
き
も
活
発
で
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
他
の
子

ど
も
た
ち
と
遊
び
た
が
る
時
期
で
も
あ
る

の
で
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
あ
っ
た
３
年
保

育
の
幼
稚
園
の
存
在
は
、
と
て
も
重
要
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
近
所
で
一
緒
に
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
が
少
な
く
な
る
中
で
、
３
年
保
育
の
重

要
性
を
、
市
と
し
て
、
も
っ
と
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

女性の声を大切に
三重町赤嶺　赤嶺　カヨ子

　

三
重
町
の
住
民
に
な
っ
て
、
38
度
目
の

春
で
す
。

　

春
は
芽
も
膨
ら
み
、
人
も
又
希
望
に
胸

膨
ら
ま
せ
る
門
出
の
季
節
。

　

市
政
に
携
わ
る
新
し
い
市
長
、
市
議
会

議
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
27
日
、
初
め
て
議
会
を
傍
聴

し
ま
し
た
。

　

市
民
の
頂
点
に
あ
る
方
々
だ
け
に
、
知

力
・
体
力
に
優
れ
た
人
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
仕
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

女
性
議
員
さ
ん
の
地
域
の
人
々
と
の
ふ

れ
合
い
な
ど
、
心
細
や
か
な
気
配
り
も
感

じ
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
問
題
、
老
後
や
介
護
の
問

題
、
学
校
で
の
家
庭
科
教
育
の
こ
と
な
ど

に
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
く
れ
る
女
性

の
立
場
か
ら
の
市
政
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

合
併
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
い
ま
閉
校
に
な
る
学
校
が
多
い

で
す
ね
。
少
子
化
の
せ
い
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
が
、
母
校
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い

も
の
で
す
。

　

何
十
年
ぶ
り
に
、
母
校
の
中
学
校
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
が
、
今
は
跡

形
も
な
く
杉
山
に
な
っ
て
ま
し
た
。

　

三
重
高
校
も
、
今
は
も
う
後
輩
た
ち
の

姿
を
見
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

　

豊
後
大
野
市
に
高
校
は
、
２
校
ぐ
ら
い

あ
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
と
、
横
目
で

恨
め
し
気
に
見
て
通
る
の
み
で
す
。
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「
も
う
２
年
経
っ
た
の
か
な
？
」

　

２
期
４
年
間
、
議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
に
所
属
し
て
、
良
い
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
常
に
新
し
い
風
を
感
じ
ら
れ

る
広
報
紙
を
目
指
し
た
い
と
思
い
、
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
期
待
に

添
え
た
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
広
報
は
、
斬
新
か

つ
正
確
に
情
報
発
進
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

衞
藤
竜
哉　

　

議
会
広
報
委
員
と
し
て
、
２
年
間
在

籍
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
」
で
は
、
豊

後
大
野
市
内
の
素
晴
ら
し
い
地
域
の
発

見
や
、
人
情
溢
れ
る
人
々
と
の
出
会
い
、

市
内
の
伝
統
や
文
化
遺
産
の
多
さ
に
も

感
動
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
を
、
短
い
文
章
で

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
難
し
さ
な
ど
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
喜
ん

で
愛
読
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

衛
藤
正
宏　

　

豊
後
大
野
市
が
誕
生
し
４
年
、
前
・

後
期
続
投
し
て
の
議
会
広
報
委
員
で
し

た
。

　

こ
の
間
、
す
っ
き
り
し
た
紙
面
で
、

読
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
野
順
一　

　

私
は
こ
の
２
年
間
、
広
報
委
員
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

辞
書
を
片
手
に
試
行
錯
誤
し
、
出
来

上
が
っ
た
広
報
紙
を
手
に
し
た
時
、
い

つ
も
「
こ
こ
は
、
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ

た
」
と
思
う
箇
所
が
あ
り
、「
次
回
こ

そ
は
」
と
い
う
思
い
で
作
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
出
来
ず
、
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

渡
邊
一
文　

　

読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
作
り
を
目
指
し
、
委
員
全
員
で

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
『
キ
ラ
リ
一
言
』
に
ご
投
稿
い
た
だ

い
た
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
、

　
『
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
』
で
は
、
市

内
に
素
晴
ら
し
い
文
化
、
風
景
、
営
み

の
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

貴
重
な
体
験
を
、
今
後
は
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宇
薄
克
哲　

　

約
60
日
、
こ
れ
は
２
年
間
の
う
ち
、

議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
の
に
要
し
た

日
数
で
す
。

　

言
葉
の
表
現
、
写
真
、
タ
イ
ト
ル
な

ど
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
６
人
の
委

員
と
３
人
の
事
務
局
職
員
で
携
わ
り
、

悩
ん
だ
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
読
ん
で
る
よ
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
と
き
が
、
一
番
嬉
し
く
心
の

支
え
で
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
、
広
報
の
仲
間
た
ち
。

　

そ
し
て
、
読
者
の
皆
さ
ん
。

赤
嶺
謙
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